
【健康あだち２１専門部会】会議概要 

会 議 名 令和４年度 第２回 健康あだち２１専門部会 

事 務 局 衛生部こころとからだの健康づくり課 

開催年月日 令和５年２月２７日（月） 

開 催 時 間 午後１時３０分 ～ 午後３時３０分 

開 催 場 所 足立区役所 中央館８階 特別会議室 

出 席 者 別紙名簿の内、１４名 

欠 席 者  １名（足立区民間保育園連合会 川下様） 

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 
令和４年度第２回健康あだち２１専門部会 報告資料 

様式第１号（第３条関係） 



（審議経過） 

飯塚学務課長より、資料１に沿って説明 

（山下）たいへん美味しい給食で、年に 1

回は学校で子ども達と一緒に給食を食べる

ようにしているが、コロナ禍で２年間でき

ていなかった。学校ではコシヒカリの日が

あるが、普段からササニシキを食べている

と聞いている。 

（藤原）野菜から食べる割合は調査で増加

しているのが分かっているので、引き続き

推進してもらいたい。歯みがきは、幼稚園

保育園でも推進していると思う。７～８割

は朝晩磨いているが、どうしても１回しか

磨かない、また全く磨かない子も１０％～

２０％いるという状況なので、何とかそこ

にアプローチ出来ないかと思う。学校でや

るのは大変だと思うが、そこが非常に重要

な入口なので一律はむずかしいと思うが、

「やらない」というのは非常にもったいな

い。是非進めてほしい。 

 

飯嶋感染症対策課長より、資料２に沿って説

明 

（藤原）新型コロナウィルスについては、

何とか終息することを祈っていきたい。 

 

片岡ワクチン接種担当課長より、資料３に

沿って説明 

（山下）４月以降のワクチン接種にも協力

していく。具体的にどういう対象にいつ頃

やるかは、まだ示されていないので、体制

を臨機応変に考え、必要な分は必ず手に入

れて打てるように、また無駄に費用がかか

り過ぎないようバランスを考えている。 

 

境生活衛生課長より、資料４に沿って説明 

（藤原）自治会の方では、地域猫というの

は足立区の方で管理していることは知って

いるか。 

（笠原）今日初めて、このような地域猫の

取り組みをしていることを知った。勉強不

足だった。団地の中にもかかわっている方

がいる。最近、野良猫や捨て猫がだいぶ少

なくなっているので、地域猫の取り組みは

すごいなと思う。 

（藤原）コロナ禍でペットを飼う人が増え

たが、飼いきれず放してしまうようなこと

も増えているか。 

（境）コロナが流行り始めたころはペット

ショップが繁盛したという話があった。気

軽に飼い、無責任に「もう、飼いきれな

い」という苦情をペットショップに訴える

話も聞いている。自治体の中では、そのよ

うな人たちの無責任な行動等の危機感はあ

った。 

また、「知らなかった」ということについ

ては、ＰＲがまだ足りていなかったと反省

している。実際に苦情をいただいてから、

現場に行き活動をしている。もし猫の事で

お困りのことは、今日配布したチラシの方

へ遠慮なく連絡してほしい。私どもが出掛

けて行き、地域猫の取り組みについて話を

する。 

 

半貫課長より、資料５に沿って説明 

（吉岡）ジェネリック医薬品に関しては、

足立区では高い数値で使用されているが、

ここに来て薬品が中々入ってこない状況が

続いている。同じメーカーを使っている方

には同じものを調剤したいが、ジェネリッ

クが入ってこないため、やむを得ず先発メ

ーカーに変えなければならないので、どこ

の薬局でも困っている。先発しか出せなく

なると、この数値にも影響が出てくるかも

しれない。国の方でも対策を練っている

が、製薬メーカーの問題が関わっているの
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で中々難しくなっている。薬剤師会として

も、ジェネリックを優先するように患者様

に話をして納得していただけるようにして

いる。今後もこの活動には協力させていた

だきたいと思っている。 

（藤原）ちなみに、薬が入ってこないのは

ウクライナの影響なのか。 

（吉岡）それもあると言われているが、本

来は数年前のジェネリックメーカーの製造

工程に違反があり、そこで国が徐々に違反

を改めて行く予定が、一気にガッとやって

しまったことが不足に影響している。 

（藤原）ちなみに、８２％どこまでやるか

目標は決まっているのか。 

（半貫）国の目標が８０％になっているの

で、それを維持していく方向である。 

（藤原）どのようにして達成したかはわか

っているのか。それをアピールすると、さ

らに足立区の健康推進のアピールポイント

が増え、使用する患者も増えるのではない

か。 

（半貫）生活保護を受給されている方を、

重点的に施策として取り組んだことが要因

の大きな一つかと思う。Ｐ８の３．保険別

の使用率をご覧いただいてもわかると思

う。ジェネリックの薬品が入ってこない中

でも、生活保護医療扶助が８１.５％となっ

ているのは、そういった取り組みがあった

からだと思う。また、「ジェネリックを希

望します」というシールを保険証の方に予

め貼り、それを提示してもらっている。薬

剤師会のご協力で貼っていないお客様へ

は、その場で説明をしてその場で保険証に

シールを貼っていただいている。そういっ

た取り組みをしていることも大きな要因の

一つだと思う。 

（藤原）基本ジェネリックで調剤するとい

うことか。 

（吉岡）「私たちもジェネリックを使う。

日本人は皆さんジェネリックを使われてい

る。」と説明すると、すんなり「私も」と

同意する方が多い。ここまで普及している

と説明しやすい。 

（豊川）８ページの保険別の資料率につい

てだが、(１)(２)(３)が、いずれも足立区

の８２．４％より低い。引き上げているの

は協会健保等々の利用者と考えていいの

か。 

（半貫）その通りである。 

（豊川）イメージすると国民健康保険の人

達も上がりそうな気もする。 

 

半貫課長より、資料６に沿って説明 

（藤原）健康づくりについてどうか。 

（中村）資料６のオンライン予約について

だが、高齢者の何割ができると思っている

のか。教えてくれないと出来ない。私のク

ラブでスマホ教室をやった経験から言う

と、出来るようになったのは７割。ちゃん

と教えてもらわないと年寄りはできない。

そのあたりを考えてほしい。 

（半貫）１１ページのオンライン予約につ

いては１８才から３９才の方を対象にして

おり、後期高齢者の方には、今までどおり

医療機関へ電話での予約をしていただける

ようにしている。 

（中村）６５歳以上が１７万人もいるけれ

ども、そのうち何人ができるか、ブロック

会議など集まる各組織を使ったらいいので

はないか。 

（馬場）地域の住区センターなどを拠点と

して、スマホ教室を来年度以降に開催を予

定している。色々な手段を使って工夫して

いきたい。 

（西方）自分もスマホは出来ないが、仕組

みが悪いというのでは元も子もない。私は



息子が全部やってくれるが、我々もついて

行ける方法を考える必要がある。 

（為田）フレイルの問題だが、高齢者にな

ると食べたくても食べられない方が多い。

なるべく食べるようにして、皆さんバラン

スの良い食事を心掛けている。 

（佐藤）歯科健診結果４－２高齢者歯科検

診について、令和６年度に向けてオーラル

フレイルに関しての何か予定はあるか。 

（半貫）現在のところ、歯科医においての

健診予定はない。資料はアンケートに基づ

いてのものになる。 

（佐藤）できればアンケートだけではな

く、本来は歯科検診としてやっていただき

たい。 

 

半貫課長より、資料７に沿って説明 

（佐藤）忙しい中、参加いただき感謝して

いる。参加者も増えているようなので、引

き続き多くの方に参加いただきたい。 

 

網野課長より、資料８に沿って説明 

（藤原）自治体が郵送で行う調査はだいた

い４割くらいの回収率なので、４１％はす

ばらしいと思う。まとめについての報告を

楽しみにしている。 

 

網野課長より、資料９及び１０に沿って説

明 

（藤原）実際にターゲットとしている、糖

尿病についてどうだったかという本格的な

検証をしてもいいのではないか。その過程

の中で、人々にどう伝わって、伝わった人

の気持ちはどう変わり、最終的に行動が変

わり、健康に繋がるということを、一つ一

つのステップを評価して検証する必要があ

るのではないか。ここにいらっしゃる方々

の協力も得て、「ベジタベ知っています」

とか、「それで野菜を食べようと思った」

とか、「いや面倒くさいからやらなかっ

た」とか、色々な意見がある。ネガティブ

な意見も含めてフィードバックが必要。足

立区の若い男性に向けてどうしたらアプロ

ーチできるかとか、具体的に声を頂き、施

策評価を立体的に行い、次に繋げると良い

と思う。最終的に一つのプロジェクトにす

るような形で、今までの事をどう繋げて深

く突っ込むために何が必要かを、整理する

ことがあると良いのではないか。 

（網野）ベジタベから糖尿病の減少につな

がっているのかという検証には、現在は至

っていない。令和５年度中に次年度の行動

計画を立てる予定なので、皆様のご意見を

いただきながら、次の取り組みを考えてい

る。豊川先生はじめ、ご相談させていただ

く。 

（中村）料理するとなると大変だから、高

齢者でもできる、わかる簡単なレシピの紙

のチラシがあってもいいのではないか。 

（網野）足立区でもベジタベのレシピも紙

でも周知しているが、メールとかインター

ネットなどでも、すべての皆様に見ていた

だけるようにこれからも工夫する。 

（馬場）ぱく増しでもレシピをやってい

る。是非、中村会長からも「私もやってい

るよ。これがいいよ。」等々の声掛けをし

ていってもらいたい。 

 


